
　

二
〇
一
〇
年
一
月
一
二
日
、四
国
の
一
・

五
倍
ほ
ど
の
カ
リ
ブ
海
の
島
国
ハ
イ
チ
で

発
生
し
た
地
震
は
、
今
世
紀
最
悪
の
災
害

と
な
っ
た
。
死
者
三
一
万
人（
政
府
発
表
）

は
阪
神
淡
路
大
震
災
の
四
八
倍
、
東
日
本

大
震
災
の
一
六
倍
で
あ
る
。

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
阪
神
淡
路
大
震
災

の
七
・
三
、
東
日
本
大
震
災
の
九
・
〇
に

比
べ
て
、
ハ
イ
チ
地
震
で
は
七
・
〇
と
弱

い
が
、
人
口
一
〇
〇
万
人
以
上
を
抱
え
る

首
都
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
を
直
撃
し
、
多

く
の
手
抜
き
工
事
の
ビ
ル
を
パ
ン
ケ
ー
キ

の
よ
う
に
押
し
潰
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
私
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
ユ
ニ
セ
フ
で
働
い
て
い
た
。
二
〇
〇
八

年
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
襲
い
、
一
四
万
人
の

命
を
奪
っ
た
サ
イ
ク
ロ
ン
の
復
興
支
援
か

ら
自
ら
は
離
れ
ら
れ
ず
、
同
僚
を
ハ
イ
チ

の
緊
急
支
援
に
派
遣
し
た
。
数
ヵ
月
後
、

戻
っ
て
き
た
彼
ら
の
第
一
声
が
「
悪
夢
だ

っ
た
」。

　

災
害
は
す
べ
て
悪
夢
だ
。
私
も
阪
神
淡

路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、
ス
マ
ト
ラ

沖
地
震
・
津
波
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
竜
巻
、

大
洪
水
な
ど
様
々
な
災
害
の
現
場
で
医
療

支
援
な
ど
を
し
て
き
た
が
、
血
ま
み
れ
、

泥
ま
み
れ
の
遺
体
・
負
傷
者
、
瓦
礫
と
化

し
た
家
屋
、
な
ぎ
倒
さ
れ
た
ビ
ル
の
残
像

は
今
で
も
消
え
な
い
。

　

ハ
イ
チ
の
悪
夢
は
、そ
の
死
者
の
多
さ
、

光
景
の
悲
惨
さ
だ
け
で
は
な
い
。
三
〇
〇

万
人
と
い
わ
れ
る
被
災
者
を
救
援
・
支
援

す
る
た
め
の
物
資
が
な
い
、
政
府
・
行
政

が
機
能
し
な
い
。
海
外
か
ら
緊
急
援
助
が

届
く
も
、
首
都
の
イ
ン
フ
ラ
は
壊
滅
状
態

で
、援
助
自
体
が
う
ま
く
進
ま
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
地
震
発
生
一
〇
ヵ
月
後
、
皮
肉
に

も
復
興
支
援
で
駐
留
し
て
い
た
ネ
パ
ー
ル

の
国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
部
隊

が
感
染
源
と
思
わ
れ
る
コ
レ
ラ
が
流
行

し
、
瞬
く
間
に
全
国
さ
ら
に
周
辺
国
に
拡

大
し
、
七
〇
万
人
以
上
が
発
症
、
八
〇
〇

〇
人
以
上
が
死
亡
し
た
。

　

そ
ん
な
「
今
世
紀
最
悪
の
緊
急
事
態
」

を
ど
れ
だ
け
の
日
本
人
が
知
っ
て
い
る
だ

ろ
う
。
こ
の
本
は
そ
の
記
録
で
あ
り
、
犠

牲
者
に
代
わ
っ
て
証
言
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
著
者
の
フ
ァ
ー
マ
ー
に
は
さ

ら
に
伝
え
た
い
こ
と
、
検
証
し
た
い
こ
と

が
あ
っ
た
。
彼
曰
く
、
ハ
イ
チ
の
地
震
は

「
慢
性
状
態
が
急
性
増ぞ

う
あ
く悪
し
た
出
来
事
」

（acute on chronic

）
で
あ
る
。
世
界
で

最
初
の
黒
人
に
よ
る
共
和
国
、
奴
隷
制
度

の
鎖
を
断
っ
た
最
初
の
国
、
皇
帝
ナ
ポ
レ

オ
ン
に
撤
退
を
強
い
た
最
初
の
国
で
あ
り

な
が
ら
、
ハ
イ
チ
は
植
民
地
時
代
か
ら
五

〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
続
く
外
国
か
ら
の
社

会
的
・
経
済
的
圧
力
、
約
二
〇
年
間
続
い

た
米
国
に
よ
る
軍
事
支
配
な
ど
に
よ
り
、

慢
性
的
な
問
題
を
抱
え
て
き
た
。
西
半
球

の
最
貧
国
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
社
会
基
盤

も
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
も
整
備
さ
れ
ず
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
脆
弱
国

で
も
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
ハ
イ
チ
が
大
地
震
で
急
性
増
悪

し
た
。
過
去
の
慢
性
的
な
問
題
を
十
分
に

分
析
し
た
上
で
、
急
性
増
悪
へ
の
対
処
を

考
え
な
け
れ
ば
、
ハ
イ
チ
に
真
の
活
力
を

取
り
戻
し
、
復
興
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
著
者
は
そ
う
考
え
た
。
そ
の
た
め
に

も
、
彼
が
関
わ
っ
て
き
た
別
の
国
、
か
つ

て
は
最
貧
国
の
一
つ
で
、
一
〇
〇
万
人
と

も
い
わ
れ
る
大
虐
殺
を
経
験
し
な
が
ら
、

過
去
一
〇
年
ほ
ど
で
見
違
え
る
ほ
ど
の
政

治
・
経
済
・
社
会
発
展
を
遂
げ
た
ル
ワ
ン

ダ
と
の
比
較
を
し
て
い
る
。
い
か
な
る
慢

性
問
題
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
ル
ワ
ン
ダ

と
比
較
検
討
し
、
解
決
を
模
索
し
て
い
る

の
か
。
本
書
を
読
ん
で
の
お
楽
し
み
で
あ

る
。

　

訳
者
で
あ
る
岩
田
健
太
郎
氏
は
超
人
で

あ
る
。
若
く
し
て
大
学
教
授
と
な
り
、
感

染
症
分
野
の
臨
床
・
研
究
・
教
育
に
超
多

忙
な
中
、
過
去
に
約
七
〇
冊
も
の
本
を
上

梓
し
て
い
る
。
そ
の
岩
田
氏
が
「
自
分
に

は
手
の
届
か
な
い
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
」

と
礼
賛
す
る
の
が
ポ
ー
ル
・
フ
ァ
ー
マ
ー
。

い
か
に
凄
い
か
は
訳
者
の
あ
と
が
き
を
読

ん
で
頂
き
た
い
が
、
医
師
で
医
療
人
類
学

博
士
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
教
授
で
あ

り
な
が
ら
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
設
立
し
て
世
界
で

恵
ま
れ
な
い
人
々
に
医
療
を
実
践
し
、
ク

リ
ン
ト
ン
元
大
統
領
の
補
佐
役
と
し
て
国

連
ハ
イ
チ
副
特
使
と
な
っ
た
人
。

　

岩
田
氏
は
フ
ァ
ー
マ
ー
の
こ
と
を
も
っ

と
知
り
た
い
、
ハ
イ
チ
に
つ
い
て
も
っ
と

学
び
た
い
と
の
思
い
か
ら
こ
の
本
を
訳
し

た
と
い
う
が
、
ハ
イ
チ
の
「
慢
性
状
態
が

急
性
増
悪
し
た
出
来
事
」
の
中
で
悩
み
、

苦
し
む
フ
ァ
ー
マ
ー
の
姿
を
み
て
、
そ
の

人
間
的
な
弱
さ
と
ス
ー
パ
ー
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
共
存
が
よ
り
魅
力
と
化
し
、
ま

す
ま
す
フ
ァ
ー
マ
ー
を
好
き
に
な
っ
た
と

言
っ
て
い
る
。

　

私
の
関
心
は
む
し
ろ
、
ど
う
や
っ
て
日

本
に
フ
ァ
ー
マ
ー
の
よ
う
な
人
材
を
育
て

る
か
で
あ
る
。
確
か
に
フ
ァ
ー
マ
ー
は
逸

材
だ
が
、
実
は
世
界
に
は
彼
の
よ
う
に
情

熱
と
能
力
と
行
動
力
を
兼
ね
備
え
、
学
問

と
実
践
を
両
立
さ
せ
、
資
金
を
動
か
し
、

政
策
に
影
響
を
与
え
る
人
が
い
る
。
ま
た

組
織
が
あ
る
。

　

日
本
国
内
を
み
る
と
、
程
度
の
差
こ
そ

あ
れ
、
彼
の
よ
う
な
情
熱
と
能
力
と
行
動

力
を
兼
ね
備
え
る
人
材
が
い
て
も
、
そ
れ

を
さ
ら
に
育
て
支
え
ら
れ
る
ハ
ー
ヴ
ァ
ー

ド
の
よ
う
な
大
学
、
ク
リ
ン
ト
ン
の
よ
う

な
政
治
家
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
の
よ
う

な
篤
志
家
が
い
な
い
。

　

私
は
以
前
、
日
本
の
病
院
や
大
学
で
働

き
な
が
ら
、
年
に
一
、
二
度
有
給
休
暇
を

と
っ
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
通
じ
て
緊
急
援
助
を
し

て
い
た
が
、
忙
し
い
の
に
一
週
間
も
休
み

を
と
る
と
は
非
常
識
な
ど
と
上
司
や
同
僚

か
ら
批
難
さ
れ
た
。

　

そ
れ
が
米
国
の
大
学
院
に
留
学
し
た

時
、
教
授
自
ら
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
貧
民

街
の
医
療
問
題
に
取
り
組
み
、
内
戦
が
終

わ
っ
た
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
に
休
暇
を
利
用

し
て
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
こ
う
と
計

画
し
た
我
々
大
学
院
生
に
、
一
人
一
〇
万

円
（
計
六
名
）
の
補
助
金
と
自
主
学
習
と

し
て
二
単
位
分
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
カ

ー
タ
ー
や
ク
リ
ン
ト
ン
は
、
大
統
領
を
辞

め
て
か
ら
財
団
を
創
設
し
て
世
界
の
保
健

医
療
、
教
育
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
も
終
わ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
震
災
後
の
急
性
期
に
二
ヵ
月
半
、

そ
の
後
も
と
き
ど
き
被
災
地
を
訪
れ
て
感

じ
る
の
は
、
実
は
東
北
に
も
固
有
の
慢
性

的
な
問
題
が
あ
り
、
そ
の
分
析
と
検
討
の

上
に
復
興
を
考
え
な
け
れ
ば
、
本
当
の

「
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
」（build back 

better

）
は
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。
他
人
の
痛
み
・
苦
し
み
を

ど
れ
ほ
ど
真
剣
に
考
え
続
け
、
行
動
で
き

る
か
。フ
ァ
ー
マ
ー
の
本
を
読
み
な
が
ら
、

東
北
の
こ
と
、
わ
が
国
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
思
い
を
馳
せ
て
ほ
し
い
。（
く
に
い
・

お
さ
む　

世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ

ア
対
策
基
金
戦
略
・
投
資
・
効
果
局
長
）

■
今
号
よ
り
価
格
は
税
別
で
表
示
し
て
い

ま
す
。
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ポ
ー
ル
・
フ
ァ
ー
マ
ー
を
日
本
で
最
初

に
紹
介
し
た
本
は
『
他
者
の
苦
し
み
へ
の

責
任
』
だ
っ
た
。
こ
れ
は
論
文
集
で
、
医

療
人
類
学
者
ア
ー
サ
ー
・
ク
ラ
イ
ン
マ
ン

ら
の
論
文
と
共
に
、
彼
の
一
篇
が
収
録
さ

れ
た
。
刊
行
は
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

の
十
日
ほ
ど
後
。
日
本
中
が
東
北
の
苦
し

み
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
の
時
だ
っ
た
が
、
イ

ン
ド
や
ハ
イ
チ
の
事
例
を
扱
っ
た
内
容
な

が
ら
反
響
を
得
て
重
版
を
重
ね
た
。
日
本

の
読
書
人
の
底
力
を
見
た
思
い
だ
っ
た
。

　

そ
の
翌
年
に
刊
行
し
た
単
著
『
権
力
の

病
理　

誰
が
行
使
し
誰
が
苦
し
む
の
か
』

は
、
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
の
序
文
や
膨

大
な
注
を
含
む
五
二
〇
頁
の
大
著
だ
が
、

「
日
本
の
論
壇
な
ど
で
は
な
か
な
か
お
目

に
書
か
れ
な
い
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
、

真
の
リ
ベ
ラ
ル
の
雄
姿
」（『
朝
日
新
聞
』

書
評
欄
）
と
評
さ
れ
、
や
は
り
予
想
以
上

の
読
者
を
得
た
。

　

そ
し
て
三
冊
目
が
本
書
『
復
興
す
る
ハ

イ
チ
』
で
あ
る
。
全
世
帯
の
五
〇
％
が
震

災
義
援
金
を
送
っ
た
米
国
と
違
い
、
ハ
イ

チ
が
話
題
に
も
な
ら
な
い
日
本
で
、
は
た

し
て
本
書
は
読
ま
れ
る
だ
ろ
う
か
。
破
綻

国
家
を
襲
っ
た
大
地
震
と
医
師
た
ち
の
活

躍
を
伝
え
る
だ
け
の
内
容
な
ら
難
し
い
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
本
書
は
、
こ
の
小

国
の
自
然
災
害
が
い
か
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な

人
災
で
あ
っ
た
か
、
権
力
や
抑
圧
や
無
知

に
起
因
す
る
問
題
が
い
か
に
根
深
い
か
を

多
角
的
に
描
い
て
い
る
。
今
後
の
大
災
害

や
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
シ
ュ
ー
へ
の
取
り
組
み

方
を
変
え
う
る
一
冊
と
し
て
、
幅
広
い
読

者
に
届
く
こ
と
を
祈
り
た
い
。

   

［
医
療
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
海
外
事
情
］

　
　

     （
四
六
判
・
360
頁
・
四
三
〇
〇
円
）

國
井

修
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熱
い
支
持
を
得
た
『
磁
力
と
重

力
の
発
見
』『
一
六
世
紀
文
化
革

命
』
の
著
者
に
よ
る
待
望
の
書
き

下
ろ
し
。
上
記
二
作
に
続
き
「
な

ぜ
、
ど
の
よ
う
に
西
欧
近
代
に
お

い
て
科
学
が
生
ま
れ
た
の
か
」
を

探
る
、
近
代
科
学
誕
生
史
〈
三
部

作
〉
の
堂
々
た
る
完
結
篇
。

　

テ
ー
マ
は
「
認
識
の
内
容
、
真

理
性
の
規
準
、
学
問
の
目
的
、
そ

の
す
べ
て
を
刷
新
す
る
過
程
」
と

な
っ
た
一
五
―
一
六
世
紀
の
天
文

学
史
で
あ
る
。
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス

理
論
の
復
元
に
は
じ
ま
り
、
コ
ペ

ル
ニ
ク
ス
地
動
説
を
へ
て
ケ
プ
ラ

ー
の
天
体
力
学
へ
い
た
る
そ
の
展

開
は
、「
観
測
に
も
と
づ
く
天
文

学
」
を
、（
言
葉
の
学
問
で
あ
り
、

ド
グ
マ
で
あ
っ
た
）「
宇
宙
論
」

よ
り
上
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
、

学
問
の
序
列
に
お
け
る
一
大
転
換

を
な
し
と
げ
、
ま
っ
た
く
新
し
い

自
然
研
究
の
あ
り
方
を
生
み
だ
し

た
。
多
く
の
科
学
史
家
を
虜
に
し

て
き
た
こ
の
変
革
を
、
著
者
は
前

作
か
ら
貫
か
れ
た
視
点
と
周
到
な

目
配
り
で
捉
え
な
お
す
。

  

「
本
書
は
、一
五
世
紀
中
期
か
ら

三
十
年
戦
争
に
い
た
る
ま
で
の
、

北
方
人
文
主
義
運
動
と
宗
教
改
革

を
背
景
と
し
て
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
舞
台
に
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
展

開
さ
れ
た
天
文
学
と
地
理
学
、
総

じ
て
世
界
認
識
全
般
、
の
復
活
と

転
換
の
物
語
で
あ
る
。
そ
れ
は
前

著
『
一
六
世
紀
文
化
革
命
』
を
補

完
す
る
も
の
と
し
て
、
一
六
世
紀

文
化
革
命
と
並
走
し
て
お
こ
な
わ

れ
た
天
文
学
の
改
革
の
一
部
始
終

を
追
跡
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
ま
た
、
私
が
『
磁
力
と
重
力
の

発
見
』
第
３
巻
で
記
述
し
た
ケ
プ

ラ
ー
か
ら
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
い
た
る

万
有
引
力
発
見
の
物
語
の
前
史
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
も
あ
る
。」

　
　
　
　
　
（「
ま
え
が
き
」よ
り
）

　

史
料
原
典
・
研
究
文
献
を
は
ば

広
く
読
み
込
ん
で
、
自
然
学
史
上

に
浮
沈
し
た
有
名
・
無
名
の
人
物

の
構
想
と
創
意
を
丹
念
に
跡
付

け
、
読
者
に
そ
の
思
索
の
軌
跡
を

（２）パ ブ リ ッ シ ャ ー ズ ・ レ ビ ュ ー2014 年（平成 26 年）3 月15日 第 23 号

み
す
ず
書
房
新
刊
（

2013
・
11
～

2014
・
３
）

グ
ロ
ス
マ
ン　

29
年
間
ラ
ー
ゲ
リ
の
囚
人
だ
っ
た
男

が
ス
タ
ー
リ
ン
の
没
後
に
出
所
、
生
き
直
す
。『
人
生

と
運
命
』か
ら
十
年
後
。
齋
藤
紘
一
訳  

三
八
〇
〇
円

デ
ィ
デ
ィ
＝
ユ
ベ
ル
マ
ン　

111
点
に
及
ぶ
写
真
資
料

を
縦
横
に
読
み
解
き
、
精
神
医
学
／
精
神
分
析
誕
生

の
現
場
を
捉
え
る
。
谷
川
・
和
田
訳　

三
六
〇
〇
円

シ
ク
ス
ー
／
デ
リ
ダ　

ヴ
ェ
ー
ル
を
剝
ぐ
と
真
理
が

現
れ
る
と
い
う
西
洋
哲
学
の
伝
統
を
書
き
換
え
る
、

ス
リ
リ
ン
グ
な
応
答
。
郷
原
佳
以
訳　

四
〇
〇
〇
円

コ
ワ
コ
フ
ス
キ　

ソ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
ヤ
ス
パ
ー
ス
ま

で
三
〇
人
の
大
思
想
家
と
問
答
、
神
や
善
悪
や
自
由

意
志
を
考
え
抜
く
遺
著
。
藤
田
祐
訳　

四
二
〇
〇
円

コ
ー
エ
ン　

フ
ロ
イ
ト
は
い
か
に
し
て
ロ
ン
ド
ン
へ

と
逃
れ
た
の
か
？
最
晩
年
に
秘
め
ら
れ
た
フ
ロ
イ
ト

伝
。
高
砂
美
樹
訳    

妙
木
浩
之
解
説    

四
八
〇
〇
円

高
橋
た
か
子　

昨
夏
に
逝
っ
た
戦
後
を
代
表
す
る
女

性
作
家
が
茅
ヶ
崎
の
ホ
ー
ム
に
遺
し
た
最
晩
年
の
日

記
を
追
悼
出
版
。［
菊
地
信
義
装
幀
］
二
八
〇
〇
円

東
京
・

文
京
・

本
郷
５

℡
〇
三
―
三
八
一
四
―
〇
一
三
一

（
価
格
は
税
別
で
す
）

長
門
洋
平　

作
品
を
緻
密
に
分
析
し
音
響
論
と
溝
口

研
究
の
新
地
平
を
開
く
。
先
駆
的
な
視
聴
覚
文
化
研

究
で
あ
り
、
最
先
端
の
映
画
音
楽
論
。
六
八
〇
〇
円

栩
木
伸
明　

ダ
ブ
リ
ン
や
ス
ラ
イ
ゴ
ー
の
街
角
で
み

つ
け
た
十
二
個
の
モ
ノ
た
ち
の「
モ
ノ
語
り
」。
読
売

文
学
賞〈
随
筆
・
紀
行
賞
部
門
〉受
賞
。
三
六
〇
〇
円

西
尾
哲
夫　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
喜
劇
の
深
層
を
探

り
、
借
金
の
形
に
人
肉
を
取
る
社
会
意
識
を
世
界
の

物
語
に
求
め
る
、
人
類
学
の
意
欲
作
。
四
二
〇
〇
円

キ
ー
ン　

起
源
と
来
歴
を
問
い
、集
会
、代
表
、モ
ニ

タ
リ
ン
グ
三
つ
の
民
主
主
義
の
姿
を
未
来
に
見
る
世

界
史
。
森
本
醇
訳
猪
口
孝
解
説
各
六
五
〇
〇
円

共
通
文
化
に
む
け
て   

文
化
研
究　

Ⅰ

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン　

大
戦
の
重
要
な
契
機
と
し
て
捉
え

直
す
、
世
界
史
の
中
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
。［
好
評
三

刷
］
山
岡
由
美
訳　

麻
田
雅
文
解
説　

三
八
〇
〇
円

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ　

戦
後
英
国
最
大
の
文
化
思
想
家
の

全
貌
を
示
す
日
本
独
自
編
集
版
（
全
２
巻
）。
本
巻

は
文
化
論
十
七
編
。
川
端
康
雄
編
訳　

五
八
〇
〇
円

シ
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー　

か
く
も
鮮
か
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
国

家
の
実
態
に
迫
る
本
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
文
学
的

＝
精
神
史
的
考
察
。
沼
野
充
義
他
訳　

五
八
〇
〇
円

人
間
の
悲
惨
と
不
幸
、
労
働
、
神
の
愛
―
―
宗
教
と

文
明
を
め
ぐ
る
、
初
邦
訳
を
含
む
最
晩
年
の
14
篇
に

断
章
と
覚
書
を
付
す
。
冨
原
眞
弓
訳　

五
六
〇
〇
円

松
尾
尊
兊　

全
国
的
な
米
騒
動
、
治
安
維
持
法
の
制

定
、
政
党
内
閣
の
出
現
と
混
迷
を
史
料
で
検
証
し
た

16
論
文
。
図
書
館
・
研
究
者
必
携
。
二
〇
〇
〇
〇
円

冨
岡
悦
子　

大
戦
と
収
容
所
を
く
ぐ
り
抜
け
、
証
言

者
と
し
て
戦
後
を
生
き
延
び
た
二
人
の
詩
人
。
非
人

間
的
な
も
の
に
対
抗
す
る
詩
の
倫
理
。
三
六
〇
〇
円

  

「
私
は
自
由

0

0

と
い
え
ば
い
さ
さ

か
大
げ
さ
で
顔
が
あ
か
ら
む
思
い

が
す
る
が
、そ
れ
を
怖
れ
た
男
だ
」

（「
兵
士
の
報
酬
」）。「
野
呂
邦
暢

小
説
集
成
」（
全
８
巻
、
文
遊
社
）

が
刊
行
開
始
す
る
な
ど
、
没
後
三

十
三
年
を
経
て
ま
す
ま
す
再
評
価

の
声
が
高
ま
る
野
呂
邦
暢
。
随
筆

の
名
手
と
し
て
も
知
ら
れ
る
彼
の

初
め
て
活
字
に
な
っ
た
作
品
「
兵

士
の
報
酬
」（
一
九
六
二
年
）他
多
数

の
単
行
本
未
収
録
作
品
を
含
む
随

筆
、
評
論
等
を
二
分
冊
で
刊
行
。

　

一
巻
『
兵
士
の
報
酬
』（
池
内

紀
解
説
）
は
一
九
六
〇
年
代
―
七

七
年
、二
巻『
小
さ
な
町
に
て
』（
岡

崎
武
志
解
説
、
浅
尾
節
子
解
題
）

は
七
八
年
―
没
年
八
〇
年
ま
で
の

精
神
分
析
を
語
る

ノ
モ
ン
ハ
ン
１
９
３
９

第
二
次
世
界
大
戦
の
知
ら
れ
ざ
る
始
点

万
物
は
流
転
す
る

パ
ウ
ル
・
ツ
ェ
ラ
ン
と
石
原
吉
郎

哲
学
は
何
を
問
う
て
き
た
か

ヴ
ェ
ー
ル

シ
ー
ブ
ラ
イ
ト　

部
族
で
対
立
し
て
い
た
人
類
は
、

い
か
に
し
て
繁
栄
を
手
に
し
た
の
か
。
人
類
史
を
経

済
学
で
見
と
お
す
。
山
形
浩
生
他
訳　

三
八
〇
〇
円

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
生
と
死 

［
全
２
巻
］

フ
ロ
イ
ト
の
脱
出

随
筆
、書
評
、美
術
評
を
収
め
る
。

永
遠
に
新
し
い
、
こ
の
稀
有
な
作

家
の
全
貌
を
知
る
、
フ
ァ
ン
必
読

の
書
。　
　
　
　
　
　
　
［
文
学
］

【
１
五
月
中
旬
刊 

２
六
月
中
旬
刊
】

（
Ａ
５
判
・
各
544
頁
・
予
価
各
六

八
〇
〇
円
）

▼
著
者
既
刊　

岡
崎
武
志
編
『
夕
暮
の
緑
の
光　

野
呂
邦
暢
随
筆
選
』（
二
六
〇
〇

円
）
豊
田
健
次
編
『
白
桃　

野
呂

邦
暢
短
篇
選
』（
二
八
〇
〇
円
）

外
山
滋
比
古

革
新
的
な
音
を
言
語
化
す
る

　

本
書
は
師
デ
リ
ダ
の
短
い
追
悼

文
で
、
こ
う
始
め
ら
れ
る
。「
デ

リ
ダ
の
友
で
あ
っ
た

0

0

0

0

と
過
去
形
で

語
る
こ
と
を
彼
の
思
想
は
許
さ
な

い
。
彼
の
死
は
終
わ
ら
ざ
る
出
来

事
で
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に

し
て
彼
は
生
き
続
け

0

0

0

0

、
考
え
る
こ

と
を
教
え
続
け
る
だ
ろ
う
。」

　

没
後
十
年
、
鵜
飼
哲
が
デ
リ
ダ

に
つ
い
て
（
を
め
ぐ
っ
て
／
の
よ

う
に
）
書
い
た
文
を
集
成
し
た
こ

の
本
は
そ
れ
を
裏
切
ら
な
い
。
友

愛
の
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
、
祈
り
と

無
神
論
、
デ
リ
ダ
に
お
け
る
ヘ
ー

ゲ
ル
、
裸
で
な
い
裸
、
盲
者
の
オ

リ
エ
ン
ト
、
日
本
に
お
け
る
歴
史

の
嘘
を
貫
く
怪
物
の
よ
う
な
「
か

の
よ
う
に
」、
な
ら
ず
者
国
家
と

来
た
る
べ
き
民
主
主
義
…
…
。
さ

ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
考
え
つ
つ
、

デ
リ
ダ
の
引
用
を
行
う
た
び
、
デ

リ
ダ
が
く
っ
き
り
と
現
前
す
る
。

  

「（
二
〇
〇
〇
年
九
月
）
パ
レ
ス

チ
ナ
で
は
第
二
次
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ

ー
ダ
が
始
ま
り
、
一
年
後
に
は

〈
９
・
11
〉の
事
件
が
起
き
た
。「
反

テ
ロ
リ
ズ
ム
戦
争
」
に
一
気
に
傾

斜
す
る
世
界
の
な
か
で
、四
年
後
、

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
が
世
を
去
っ

た
。
鋭
い
悲
痛
と
と
も
に
し
か
思

い
出
せ
な
い
あ
の
日
々
の「
共
犯
」

感
覚
は
、そ
れ
で
も
私
の
な
か
に
、

私
た
ち
の
間
に
、
い
ま
も
確
か
に

息
づ
い
て
い
る
。」  ［
現
代
思
想
・

文
学
批
評
］ 【
四
月
下
旬
刊
】             

（
四
六
288
頁
・
予
価
三
六
〇
〇
円
）

い
き
い
き
と
追
体
験
さ
せ
る
手
腕

は
著
者
の
真
骨
頂
と
言
え
る
。
歴

史
研
究
の
興
味
に
心
躍
ら
せ
な
が

ら
本
書
を
読
み
終
え
た
と
き
、〈
三

部
作
〉
が
提
示
す
る
一
個
の
史
観

が
凛
然
と
浮
か
び
上
が
る
。

［
科
学
史
］【
三
月
二
十
日
刊
】（
四

六
判
１
440
頁　

２
392
頁
・
各
三
四

〇
〇
円　

３
584
頁
・
三
八
〇
〇
円
）

   

近
代
科
学
誕
生
史〈
三
部
作
〉

［
既
刊
］▼『
磁
力
と
重
力
の
発
見
』

（
全
３
巻
）　
〈
遠
隔
力
〉
の
概
念

が
、
近
代
科
学
の
扉
を
開
い
た
。

遠
隔
作
用
の
理
解
の
道
程
を
追

い
、
科
学
史
空
白
の
一
千
年
余
を

解
き
明
か
す
。
１
・
２　

各
二
八

〇
〇
円
３　

三
〇
〇
〇
円　

▼
『
一
六
世
紀
文
化
革
命
』（
全

２
巻
）
一
六
世
紀
の
西
欧
に
、
大

学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
や
人
文
主
義
の

外
で
進
行
し
た
知
の
地
殻
変
動
を

追
う
。
１
・
２　

各
三
二
〇
〇
円

永
遠
に
新
し
い
、稀
有
な
作
家
の
全
貌

《
兵
士
の
報
酬　
随
筆
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

１

   

小
さ
な
町
に
て　
随
筆
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

２

》

野
呂
邦
暢

ポ
ー
ル
・
ヘ
ガ
テ
ィ

若
尾
裕
・
嶋
田
久
美
訳

　

音
楽
を
深
く
味
わ
う
者
、
探
究

し
論
ず
る
者
に
と
っ
て〈
ノ
イ
ズ
〉

の
考
察
は
最
も
深
遠
な
テ
ー
マ
で

あ
る
。
本
書
で
は
先
鋭
的
な
実
験

音
楽
や
実
験
的
ポ
ッ
プ（
ロ
ッ
ク
、

ジ
ャ
ズ
領
域
な
ど
）
に
つ
い
て
、

そ
の
ス
タ
イ
ル
・
方
法
・
思
想
・

歴
史
を
、
芸
術
論
、
音
楽
社
会
学
、

現
代
思
想
よ
り
考
察
す
る
。

　

Ｊ
・
ケ
ー
ジ
、
Ｋ
・
シ
ュ
ト
ッ

ク
ハ
ウ
ゼ
ン
、
Ｖ
・
ア
ン
ダ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
ジ
ャ
ー
マ
ン
・
プ
ロ

グ
レ
、
Ｔ
・
グ
リ
ッ
ス
ル
、
Ｏ
・

コ
ー
ル
マ
ン
、
Ｄ
・
ベ
イ
リ
ー
、

Ｊ
・
ゾ
ー
ン
か
ら
大
友
良
英
、
灰

野
敬
二
、
秋
田
昌
美
ま
で
。

 

［
目
次
］
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
／
フ

リ
ー
／
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
／
プ
ロ

グ
レ
ッ
シ
ヴ
／
不
条
理
／
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
／
パ
ワ
ー
／
ジ
ャ
パ

ノ
イ
ズ
／
メ
ル
ツ
バ
ウ
／
サ
ウ
ン

ド
・
ア
ー
ト
／
切
断
／
聴
取

  

［
著
者
］
一
九
六
七
年
生
ま
れ
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
立
大
学
准
教

授
。
自
身
の
ノ
イ
ズ
・
バ
ン
ド
を

持
ち
、
実
験
音
楽
の
レ
ー
ベ
ル
を

運
営
。  ［
音
楽
］【
四
月
上
旬
刊
】

（
四
六
384
頁
・
予
価
四
八
〇
〇
円
）

論
集
、あ
る
い
は
デ
リ
ダ
の「
よ
う
に
」

鵜
飼 

哲《
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
デ
リ
ダ
の
墓

》

 

Ｈ
・
ヒ
ッ
チ
ン
グ
ズ

田
中
京
子
訳《
英
語
化
す
る
世
界
、

　
　
　

世
界
化
す
る
英
語

》

合
い
、
そ
の
姿
を
変
え
て
ゆ
く
。

　

英
語
・
英
文
学
の
世
界
に
常
に

新
し
い
風
―
い
や
、
ハ
リ
ケ
ー
ン

を
巻
き
起
こ
し
て
き
た
気
鋭
の
著

者
が
放
つ
ス
リ
リ
ン
グ
な
英
語
史

が
、
人
の
思
考
と
行
動
を
も
変
え

る
力
を
も
つ
「
言
葉
」
に
対
す
る

感
覚
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
！

［
英
語
・
英
語
史
］【
四
月
上
旬
刊
】

（
Ａ
５
352
頁
・
予
価
五
六
〇
〇
円
）

▼
著
者
既
刊

『
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
の
『
英
語
辞

典
』』田
中
京
子
訳（
五
八
〇
〇
円
）

『
世
界
文
学
を
読
め
ば
何
が
変
わ

る
？
』田
中
京
子
訳（
三
八
〇
〇
円
）

  

21
世
紀
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
言
語

と
し
て
不
動
の
王
座
を
手
に
入
れ

た
か
に
見
え
る
英
語
。
し
か
し
そ

の
英
語
は
、
綴
り
や
文
法
の
変
化

の
波
を
く
ぐ
り
、
流
行
り
言
葉
や

ネ
ッ
ト
の
言
葉
、
英
語
が
母
語
で

な
い
人
々
の
話
す
エ
イ
ゴ
な
ど
、

多
様
性
の
波
を
か
ぶ
っ
て
混
ざ
り

多
様
化
す
る
英
語
の
物
語

成
田
善
弘《
精
神
療
法
家
と
読
書

》

自
身
を
鍛
え
上
げ
て
き
た
半
生
記

  

「
こ
れ
ま
で
私
は
、草
原
の
中
に

ぽ
つ
ん
と
立
っ
て
い
る
一
本
の
木

の
よ
う
な
文
章
を
書
き
た
い
と
思

っ
て
い
た
。
そ
の
木
は
下
を
通
る

人
た
ち
に
何
か
を
要
請
す
る
こ
と

は
な
い
。
黙
っ
て
通
り
過
ぎ
て
も

さ
し
つ
か
え
な
い
。
そ
れ
が
少
し

ず
つ
、
木
の
下
で
憩
う
人
が
い
て

く
れ
る
と
よ
い
な
、
そ
こ
で
ひ
と

と
き
語
り
合
っ
て
く
れ
る
と
よ
い

な
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」

  

ど
ん
な
本
を
読
み
、
ど
ん
な
本

を
書
き
、
ど
の
よ
う
に
書
き
手
と

触
れ
合
う
の
か
。
長
年
に
わ
た
っ

て
精
神
療
法
の
世
界
で
活
躍
し

て
き
た
著
者
が
回
想
す
る
、「
私
」

と
「
本
」。「
読
む
」
と
い
う
こ
と

だ
け
で
な
く
、「
書
評
す
る
」「
編

集
す
る
」「
翻
訳
す
る
」「
書
く
」

と
い
う
営
み
を
、
自
身
の
体
験
や

交
流
し
た
精
神
療
法
家
た
ち
の
話

題
を
交
え
な
が
ら
綴
る
。

　

と
き
に
自
分
の
反
応
を
通
し
て

著
者
の
内
面
を
推
し
量
り
、
と
き

に
自
分
の
成
長
に
ど
う
影
響
し
た

の
か
と
話
を
展
開
さ
せ
る
。
本
書

か
ら
は
、
心
の
専
門
家
な
ら
で
は

の
「
自
身
の
心
の
動
き
を
と
ら

え
、
他
人
に
伝
え
る
感
性
」
が
存

分
に
体
験
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

文
字
通
り
本
と
「
対
話
」
し
、

そ
の
著
者
た
ち
と
の
交
流
を
通
し

て
自
身
を
鍛
え
上
げ
て
き
た
、
精

神
療
法
家
・
成
田
善
弘
の
半
生
記

に
し
て
、
心
の
専
門
家
に
と
っ
て

必
読
の
一
書
。［
精
神
医
学
・
臨

床
心
理
学
］【
四
月
上
旬
刊
】

（
四
六
232
頁
・
予
価
三
二
〇
〇
円
）

　

人
生
一
直
線
、
こ
れ
は
す
っ
き

り
し
て
、
は
な
は
だ
い
さ
ぎ
よ
い

が
、こ
れ
で
は
危
険
が
多
す
ぎ
る
。

人
生
、
山
あ
り
谷
あ
り
は
当
然
、

何
が
出
来
る
か
、
一
寸
先
は
闇
で

あ
る
。
リ
ス
ト
ラ
に
交
通
事
故
、

そ
れ
に
癌
と
か
、
考
え
出
す
と
切

り
が
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
、
ふ
つ
う
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
に
と
っ
て
人
生
の
一
応
の

ゴ
ー
ル
は
定
年
退
職
で
あ
っ
た
。

こ
の
後
は
自
分
で
考
え
る
よ
り
仕

方
が
な
い
。
年
を
と
っ
て
か
ら
の

自
由
は
な
か
な
か
の
重
荷
で
あ

る
。
実
に
厄
介
だ
。

   

「
人
生
、
五
十
年
と
い
っ
た
時

代
は
、
単
線
で
よ
か
っ
た
。
そ
れ

し
か
走
れ
な
か
っ
た
が
、い
ま
や
、

人
生
八
十
年
で
あ
る
。
単
線
で
は

も
た
な
い
。
折
返
し
て
来
る
複
線

が
い
る
。も
の
の
見
方
に
し
て
も
、

若
い
と
き
の
一
方
的
な
思
考
で

は
、
後
半
が
息
切
れ
す
る
。
復
路

の
世
界
は
ほ
と
ん
ど
新
世
界
で
あ

る
。
人
生
は
一
生
で
は
な
く
、
二

生
に
な
る
。
そ
う
考
え
る
の
が
人

生
複
線
の
思
想
で
あ
る
。」　

　

マ
ラ
ソ
ン
の
後
半
を
ど
う
走
り

き
る
か
？　

外
山
流
の
、
人
生
へ

の
ヒ
ン
ト
に
満
ち
た
エ
ッ
セ
イ

集
。  　
　
［
人
生
論
・
エ
ッ
セ
イ
］

（
四
六
変
・
192
頁
・
二
四
〇
〇
円
）

藤
山
直
樹
・
松
木
邦
裕
・
細
澤
仁　

自
由
連
想
と
解

釈
、
頻
度
や
料
金
…
…
。
臨
床
家
の
対
話
に
よ
り
浮

か
び
上
が
る
、
精
神
分
析
の
リ
ア
ル
。
二
六
〇
〇
円

20
世
紀
ユ
ダ
ヤ
思
想
家　
３

来
る
べ
き
も
の
の
証
人
た
ち
［
全
３
巻
完
結
］

ブ
ー
レ
ッ
ツ　

哲
学
と
宗
教
の
間
の
知
的
葛
藤
を
追

う
。
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
、
ハ
ン
ス
・
ヨ
ナ
ス
、

Ｅ
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
。
合
田
正
人
他
訳　

八
〇
〇
〇
円

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
文
明
の
基
礎

シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
選
集　
Ⅲ

後
期
論
集
：
霊
性
・
文
明
論
［
全
３
巻
完
結
］

終
り
の
日
々

ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
の
異
人
論

人
肉
一
ポ
ン
ド
と
他
者
認
識
の
民
族
学

殺
人
ザ
ル
は
い
か
に
し
て

　
　
　

    

経
済
に
目
覚
め
た
か
？

映
画
音
響
論
溝
口
健
二
映
画
を
聴
く

《
始
ま
り
の
本

》　

ヒ
ス
テ
リ
ー
の
発
明     

下   ［
全
２
巻
］

シ
ン
グ    

苛
酷
な
自
然
の
中
で
独
自
の
文
化
を
育
み

た
く
ま
し
く
生
き
る
島
人
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
描

く
紀
行
文
学
の
傑
作
。
栩
木
伸
明
訳　

二
五
〇
〇
円

《
ノ
イ
ズ
／
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

                             

歴
史
・
方
法
・
思
想

》

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の

　
　
　
　
　
　
　

       

政
治
と
社
会

《
大
人
の
本
棚

》

ア
ラ
ン
島   ［
好
評
既
刊
］ 

ア
メ
リ
カ
の
反
知
性
主
義   ［
復
刊
］

ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー　

知
識
人
は
民
主
主
義
の
実
現

に
貢
献
す
る
力
に
な
れ
る
の
か
。
ア
メ
リ
カ
の
知
的

伝
統
の
系
譜
を
辿
る
。
田
村
哲
夫
訳　

五
二
〇
〇
円

《
始
ま
り
の
本

》　

ヒ
ス
テ
リ
ー
の
発
明    

上   ［
全
２
巻
］

デ
ィ
デ
ィ
＝
ユ
ベ
ル
マ
ン　

哲
学
と
美
術
史
を
横
断

す
る
デ
ビ
ュ
ー
作
。
増
補
新
版
（
二
〇
一
二
年
）
を

元
に
こ
こ
に
甦
る
。
谷
川
・
和
田
訳　

三
六
〇
〇
円

　　 近代科学誕生史〈三部作〉完結篇
　　　　　　　　　　　　　         山本義隆

      　   《世界の見方の転換  全 3 巻》
   　    １   天文学の復興と天地学の提唱   ２   地動説の提唱と宇宙論の相克
                                              ３   世界の一元化と天文学の改革 

人
生
80
年
、
単
線
で
は
も
た
な
い

《
人
生
複
線
の
思
想

ひ
と
つ
で
は
多
す
ぎ
る

》

外
山
滋
比
古

■
読
売
文
学
賞
受
賞  

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
モ
ノ
語
り   ［
重
版
］



   
群
馬
県
・
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

栗く
り

生う

楽ら
く
せ
ん
え
ん

泉
園
に
六
〇
年
間
暮
ら
す

「
草
津
の
サ
ル
ト
ル
」
こ
と
谺
雄

二
。「
ラ
イ
は
長
い
旅
だ
か
ら
」

な
ど
の
名
詩
で
知
ら
れ
る
詩
人
に

し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
違
憲
国
賠
訴

訟
の
理
論
的
支
柱
で
あ
り
、
療
養

所
を
「
人
権
の
ふ
る
さ
と
」
に
変

え
て
差
別
な
き
社
会
を
創
り
出

す
こ
と
を
志
す
闘
士
で
あ
る
。　

   

本
書
は
、
彼
の
生
涯
に
わ
た
る

詩
・
評
論
・
エ
ッ
セ
イ
・
社
会
的

発
言
、
編
者
の
聞
き
書
き
に
よ
る

最
後
の
言
葉
を
収
め
る
。

　

戦
後
、
特
効
薬
プ
ロ
ミ
ン
の
出

現
に
よ
り
ハ
ン
セ
ン
病
は
完
治
す

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
後
遺
症
は

残
り
、
差
別
や
偏
見
は
続
い
た
。

生
存
へ
の
違
和
感
を
昇
華
さ
せ
た

谺
の
詩
に
は
、「
療
養
所
文
芸
」
に

収
ま
ら
な
い
普
遍
の
響
き
が
あ
る
。

   

同
時
に
そ
れ
ら
は
、
世
界
で
も

例
の
な
い
八
〇
年
に
わ
た
る
強
制

隔
離
政
策
に
対
す
る
理
論
明
晰
な

当
事
者
証
言
で
あ
る
。

   

父
母
が
愛
し
て
く
れ
た
記
憶
ゆ

え
に
頑
張
れ
た
。「
鬼
の
顔
」を
も

つ
男
の
恋
。「
ら
い
詩
人
集
団
」。

ひ
き
と
り
手
の
な
い
骨
壺
。
患
者

用
重
監
房
・
断
種
手
術
・
病
み
棄

て
に
さ
れ
る
怒
り
―
―
。

   

日
本
の
究
極
の
差
別
「
ラ
イ
と

ア
カ
」
を
担
っ
た
人
生
が
、
闘
い

を
忘
れ
た
世
に
叫
ぶ
。［
文
学
・

社
会
問
題
］【
三
月
下
旬
刊
】

（
四
六
判
・
384
頁
・
三
八
〇
〇
円
）

何度でも読み直したい現代の古典

《
意
味
と
し
て
の
心

　
　
　
　
「
私
」
の
精
神
分
析
用
語
辞
典

》

北
山
修

「
日
本
語
」は
、私
の
先
生

（３） パ ブ リ ッ シ ャ ー ズ ・ レ ビ ュ ー2014 年（平成 26 年）3 月15日 第 23 号

  

〈
精
神
分
析
の
言
葉
は
、
わ
け

の
分
か
ら
な
い
痛
み
や
葛
藤
、
荒

唐
無
稽
な
思
考
や
空
想
、
曖
昧
な

情
緒
や
不
安
、
さ
ら
に
危
険
視
さ

れ
る
欲
望
と
衝
動
に
名
前
を
つ
け

て
、
取
り
扱
う
こ
と
が
目
論
ま
れ

ま
す
。（
…
）
誰
も
が
忌
避
し
て

覗
こ
う
と
し
な
か
っ
た
「
腹
の
う

ち
」や
、見
え
に
く
い（
見
に
く
い
、

見
難
い
、醜
い
）「
し
た
ご
こ
ろ
」、

そ
し
て
排
除
さ
れ
や
す
い
「
狂
っ

た
心
」
に
つ
い
て
、
そ
の
「
こ
こ

ろ
（
＝
意
味
）」
を
語
る
語
彙
を

発
見
し
、
提
供
し
、
こ
れ
を
考
え

る
た
め
の
道
具
と
方
法
を
見
出
そ

う
と
す
る
の
で
す
〉

　

日
本
語
を
と
お
し
て
精
神
分
析

の
理
論
や
用
語
を
捉
え
直
し
、
活

月
刊
雑
誌

《
み
す
ず

》最
近
号
よ
り

　

二
〇
一
三
年
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト

特
集　

山
内
昌
之
／
鈴
木
博
之
／

石
田
雄
／
成
田
善
弘
／
永
田
洋
／

田
口
富
久
治
／
小
西
正
捷
／
杉
田

英
明
／
橋
口
稔
／
徳
永
恂
／
江
沢

洋
／
喜
安
朗
／
谷
川
渥
／
花
崎
皋

平
／
松
本
俊
彦
／
作
田
啓
一
／
野

田
正
彰
／
三
光
長
治
／
松
尾
尊
兊

／
李
静
和
／
加
藤
尚
武
／
金
森
修

／
名
和
小
太
郎
／
細
川
周
平
／
外

岡
秀
俊
／
佐
々
木
力
／
栩
木
伸
明

／
服
部
文
祥
／
宮
地
尚
子
／
宮
下

志
朗
／
根
本
彰
／
竹
内
洋
／
林
香

里
／
藤
山
直
樹
／
村
上
光
彦
／
五

十
嵐
太
郎
／
岡
田
秀
則
／
中
井
久

夫
／
山
口
二
郎
／
江
口
重
幸
／
加

藤
典
洋
／
石
原
千
秋
／
川
端
康
雄

／
鈴
木
裕
子
／
藤
井
省
三
／
道
場

親
信
／
佐
藤
文
隆
／
保
坂
和
志
／

新
城
郁
夫
／
平
尾
隆
弘
／
最
相
葉

月
／
永
江
朗
／
姜
信
子
／
富
永
茂

樹
／
大
井
玄
／
福
嶋
聡
／
平
尾
隆

弘
／
三
島
憲
一
／
千
田
善
／
大
谷

卓
史
／
松
本
潤
一
郎
／
川
那
部
浩

哉
／
飯
田
隆
／
山
根
貞
男
ほ
か

（
一
・
二
月
合
併
号
）。［
新
連
載
］森

ま
ゆ
み
「
国
立
競
技
場
の
新
築
は

必
要
か
」
／
宮
田
昇
「
諏
訪
紀
行
」

ほ
か
（
三
月
号
）。（
各
三
〇
〇
円
）

書評コラム
■
中
井
久
夫
『「
昭
和
」を
送
る
』

ス
ク
リ
ー
ン
と
し
て
の
天
皇
に

〈
父
〉
が
い
か
に
投
影
さ
れ
る

か
を
見
な
が
ら
、
そ
れ
に
見
入

　

月
刊
『
み
す
ず
』
一
・
二
月

合
併
号
で
は
毎
年
「
読
書
ア
ン

ケ
ー
ト
」特
集
を
組
み
、
ご
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す（
本

面
下
に
も
紹
介
）。
156
名
の
ご

回
答
の
な
か
か
ら
、
小
社
の
刊

行
書
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
い
く
つ

か
ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

る
自
身
を
も
観
察
す
る
。
昭

和
天
皇
の
特
質
だ
と
さ
れ
る

「
知
的
離
脱
性
」
を
、
著
者

自
身
で
実
践
し
て
い
る
気
配

が
あ
る
。（
鈴
木
一
誌
、
他

に
原
武
史
）
■
大
田
静
男

『
夕
凪
の
島
』   

沖
縄
で
も
も

 『
み
す
ず
』

読
書
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

っ
と
も
平
和
な
島
が
、
い
ま
防

衛
問
題
の
最
先
端
に
さ
れ
た
。

そ
の
怒
り
が
、
島
の
民
話
や
草

花
の
紹
介
を
通
し
て
、
静
か
に

主
張
さ
れ
て
い
る
。（
鎌
田
慧
、

他
に
上
村
忠
男
、
保
坂
和
志
）

■
イ
ー
グ
ル
ス
ト
ン
『
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
』
田

尻
・
太
田
訳　

さ
ま
ざ
ま
な
形

で
語
ら
れ
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の

記
憶
を
同
一
化
、
標
準
化
し
て

し
ま
う
「
把
握
の
形
而
上
学
」

に
抵
抗
せ
よ
、
と
い
う
本
書
の

警
告
は
、「
三
・
一
一
」
を
私

た
ち
の
思
考
か
ら
遠
ざ
け
な

い
た
め
に
も
、
重
要
で
は
な
い

か
。（
栗
原
彬
、他
に
成
田
龍
一
）

他
に
■
栩
木
伸
明
『
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
モ
ノ
語
り
』（
川
口
喬
一
）

武
藤
洋
二
『
天
職
の
運
命
』（
酒

井
忠
康
）
野
見
山
暁
治
『
遠
ざ

か
る
景
色
』（
山
田
稔
）
シ
ュ

ヴ
ェ
ン
ト
カ
ー
『
マ
ッ
ク
ス
・

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
日
本
』（
上
山

安
敏
、
梅
津
順
一
）『
サ
イ
ー

ド
音
楽
評
論
』（
徐
京
植
）
池

内
紀
『
消
え
た
国　

追
わ
れ
た

人
々
』（
坂
内
徳
明
）
ル
カ
ー

チ
『
歴
史
学
の
将
来
』（
坪
内

祐
三
）
ク
ラ
ウ
ス
『
野
生
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
が
聴
こ
え
る
』（
柿

沼
敏
江
、
小
沼
純
一
）
ポ
ー
タ

ー
『
数
値
と
客
観
性
』（
増
田

耕
一
）
濱
田
武
士
『
漁
業
と
震

災
』（
小
松
美
彦
）
ラ
ー
ト
カ

ウ
『
自
然
と
権
力
』(

斎
藤
修
）

ゴ
ー
ド
ン
『
ミ
シ
ン
と
日
本
の

近
代
』（
外
岡
秀
俊
）
多
木
浩

二
『
映
像
の
歴
史
哲
学
』（
長

谷
正
人
）
ガ
ワ
ン
デ
『
医
師
は

最
善
を
尽
く
し
て
い
る
か
』（
最

相
葉
月
）
な
ど
。

か
す
「
日
本
語
臨
床
」
の
観
点
か

ら
研
究
活
動
を
す
す
め
て
き
た
著

者
が
洞
察
を
深
め
て
き
た
専
門
用

語
を
集
成
。「
あ
い
」
か
ら
「
わ

た
し
」
ま
で
、
言
葉
へ
の
み
ず
み

ず
し
い
連
想
力
が
輝
く
ユ
ニ
ー
ク

な
解
説
、
全
130
語
。

　
　

 ［
精
神
分
析
・
臨
床
心
理
学
］

（
四
六
判
・
360
頁
・
三
四
〇
〇
円
）

▼
著
者
既
刊
よ
り　
『
最
後
の
授

業
』（
一
八
〇
〇
円
）『
劇
的
な
精

神
分
析
入
門
』(

二
八
〇
〇
円
）

始
ま
り
の
本

  

「
も
し
も
言
葉
に
沈
黙
の
背
景

が
な
け
れ
ば
、
言
葉
は
深
さ
を
失

っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
」

  

『
わ
れ
わ
れ
自
身
の
中
の
ヒ
ト

ラ
ー
』で
知
ら
れ
る
著
述
家
、
ピ

カ
ー
ト（
一
八
八
八
―
一
九
六
五
）

の
主
著
、
待
望
の
新
版
。
言
葉
、

歴
史
、
芸
術
な
ど
様
々
な
事
物
と

「
沈
黙
」と
の
関
わ
り
、
人
間
が
自

立
的
で
主
体
的
な
存
在
と
し
て
あ

る
た
め
の
「
聖
な
る
無
用
性
」
と

し
て
の
沈
黙
の
意
味
を
探
る
。「
騒

音
語（
独
裁
者
の
日
々
命
令
な
ど
）

が
万
事
を
な
ら
し
、
均
等
化
し
て

し
ま
う
」
世
界
は
い
か
に
し
て
生

ま
れ
る
か
、緊
密
な
筆
致
で
綴
る
。

　

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス

に
よ
る
論
稿
「
マ
ッ
ク
ス
・
ピ
カ

ー
ト
と
顔
」（
一
九
六
六
年
、
合

田
正
人
訳
）
を
新
た
に
付
す
。

　
　
　
　
　
　
　
［
哲
学
・
思
想
］ 

 （
四
六
変
・
280
頁
・
三
八
〇
〇
円
）

マ
ッ
ク
ス
・
ピ
カ
ー
ト

佐
野
利
勝
訳　
　

《
沈
黙
の
世
界
》

最
愛
の
人
と
交
わ
し
た
思
想
的
対
話

Ｌ
・
ケ
ー
ラ
ー
編

大
島
・
初
見
訳

　

話
題
の
映
画
『
ハ
ン
ナ
・
ア
ー

レ
ン
ト
』
で
も
お
わ
か
り
の
よ
う

に
、ア
ー
レ
ン
ト
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・

ブ
リ
ュ
ッ
ヒ
ャ
ー
は
夫
婦
と
し
て

深
く
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ

の
二
人
が
交
わ
し
た
書
簡
は
、
ヤ

ス
パ
ー
ス
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
の
往

復
書
簡
に
ま
し
て
、
扱
わ
れ
て
い

る
時
代
の
幅
と
事
柄
、
そ
の
思
索

と
活
動
、
人
間
性
な
ど
、
ア
ー
レ

ン
ト
の
思
想
と
人
と
生
き
た
時
代

を
知
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
資

料
で
あ
り
読
み
物
に
な
っ
て
い

る
。
パ
リ
亡
命
時
代
か
ら
「
ア
イ

ヒ
マ
ン
事
件
」
後
ま
で
、
二
〇
世

紀
を
象
徴
す
る
数
々
の
事
件
や
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
知
識
人
た
ち
な
ど

多
彩
な
人
々
を
背
景
に
、
二
人
が

交
わ
し
た
愛
と
思
想
的
対
話
の
全

容
を
初
め
て
公
刊
。［
現
代
思
想
］

（
Ａ
５
判
・
592
頁
・
八
五
〇
〇
円
）

   
私
が
小
学
生
の
こ
ろ
、
母
は
父

の
こ
と
を
「
悪
魔
の
手
先
」
と
言

い
は
じ
め
た
―
―
。

   

本
書
は
、
統
合
失
調
症
患
者
の

母
親
に
育
て
ら
れ
た
著
者
が
、
幼

少
期
か
ら
の
家
族
の
闘
い
の
日
々

を
綴
っ
た
回
想
録
で
あ
る
。

   

家
族
の
物
語
は
一
九
七
〇
年
代

の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
始
ま

る
。
い
ず
れ
自
分
も
「
悪
魔
」
と

呼
ば
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
母
親

の
言
動
に
脅
え
な
が
ら
す
ご
す

日
々
。
家
を
出
た
父
が
起
こ
し
た

親
権
を
め
ぐ
る
訴
訟
。
母
親
の
目

を
盗
み
、
唯
一
現
実
を
逃
れ
ら
れ

た
姉
と
妹
と
の
三
人
の
遊
び
。
や

が
て
「
妄
想
型
統
合
失
調
症
」
と

い
う
母
親
の
病
名
を
知
ら
さ
れ

る
。
そ
の
と
き
著
者
は
、
母
親
に

振
り
回
さ
れ
つ
づ
け
る
自
分
の
心

の
拠
り
ど
こ
ろ
が
で
き
た
と
回
想

す
る
。

  

本
書
の
著
者
の
母
親
は
、
入
院

は
お
ろ
か
通
院
・
服
薬
も
せ
ず
、

ず
っ
と
自
宅
で
著
者
た
ち
を
困
ら

せ
、
脅
え
さ
せ
て
き
た
。
日
本
の

厚
生
労
働
省
の
調
べ
に
よ
る
と
、

わ
が
国
で
は
人
口
の
〇
・
三
―

二
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
生
涯
の
う

ち
に
統
合
失
調
症
に
か
か
る
と
い

う
。
こ
の
数
字
の
幅
が
示
す
よ
う

に
、
統
合
失
調
症
の
患
者
が
必
ず

し
も
治
療
対
象
と
し
て
把
握
し
き

れ
て
い
な
い
。
わ
が
国
で
も
こ
の

家
族
と
同
様
の
こ
と
が
容
易
に
起

き
う
る
と
い
う
こ
と
を
も
示
し
て

い
る
。

   
病
と
と
も
に
生
き
つ
づ
け
る
の

は
、
け
っ
し
て
患
者
本
人
だ
け
で

は
な
い
―
―
こ
の
物
語
は
、
そ
の

当
事
者
や
家
族
の
苦
悩
を
理
解
す

る
第
一
歩
と
な
り
う
る
か
も
し
れ

な
い
。
医
学
用
語
を
使
わ
ず
、
小

説
の
よ
う
な
読
み
心
地
で
統
合
失

調
症
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
の
困

難
さ
を
伝
え
る
、
秀
麗
な
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
。

    ［
医
学
・
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
］

（
四
六
判
・
288
頁
・
三
〇
〇
〇
円
）

　　　　 娘が綴るノンフィクション
　　　　　　　　　　　　　　　　ローラ・フリン

      　　  《統合失調症の母と生きて》
                     　　　　　    佐々木千恵訳    森川すいめい解説 

《
ア
ー
レ
ン
ト
＝

ブ
リ
ュ
ッ
ヒ
ャ
ー

　

  

往
復
書
簡　
１
９
３
６
―
１
９
６
８

》

〒 113-0033 東京都文京区本郷 5-32-21
tel. 03-3814-0131 fax 03-3818-6435

http://www.msz.co.jp（価格は税別です）

ニュースレター配信中．ウェブサイトよりお申し込みください

《 始まりの本 》シリーズ

臨床医学の誕生  フーコー 神谷美恵子訳  斎藤環解説  3800 円　　二つの文化と科
学革命  スノー  松井巻之助訳   コリーニ解説  2800 円   天皇の逝く国で［増補版］  
フィールド 大島かおり訳  3600 円　 可視化された帝国［増補版］   原武史  3600
円　 哲学のアクチュアリティ  アドルノ   細見和之訳   3000 円　 進歩の終焉  ス
テント   渡辺・生松・柳澤訳　木田元解説   2800 円　 天皇制国家の支配原理   藤
田省三　宮村治雄解説    3000 円     アウグスティヌスの愛の概念   アーレント  千
葉眞訳   3000 円　 ノイズ   アタリ  金塚貞文訳　陣野俊史解説   3200 円 　素足
の心理療法   霜山徳爾    妙木浩之解説   3000 円　 チーズとうじ虫    ギンズブルグ   
杉山光信訳　上村忠男解説   3800 円　 政治的ロマン主義   シュミット  大久保和
郎訳　野口雅弘解説  3200 円　 望郷と海   石原吉郎   岡真理解説　3000 円    プ
ロメテウスの火   朝永振一郎   江沢洋編　3000 円　 科学史の哲学   下村寅太郎   
加藤尚武解説　3000 円　隠喩としての病い／エイズとその隠喩   ソンタグ   富山
太佳夫訳   3200 円　 カフカとの対話    ヤノーホ　吉田仙太郎訳   3800 円    サリ
ヴァン、アメリカの精神科医   中井久夫   3000 円　パリ、病院医学の誕生    アッカ
ークネヒト   舘野之男訳　引田隆也解説   3800 円　 ロシア革命の考察　カー　南
塚信吾訳　3400 円　 物理学への道程    朝永振一郎   江沢洋編   3400 円   ヒステ
リーの発明 ［全 2 巻］    ディディ＝ユベルマン　谷川・和田訳   各 3600 円   沈黙の
世界   ピカート  佐野利勝訳   3800 円    ［続刊］  行動の構造 ［全２巻］ メルロ ＝ポ
ンティ　滝浦・木田訳　加國尚志解説      知性改善論・短論文　スピノザ   佐藤訳

ナチと戦火の迫る亡命の日々、「共同で
哲学する運命」を生き、交わされた書
簡全 121 通。 各 296 頁・各 3600 円

ひとりの人間どうしとして患者と向き
合う。人間としての医療・看護・介護
のあり方をみつめるエッセイ、論文、
対談――全 17 篇。272 頁・3000 円

野村 修訳　森田 團解説 　

ベンヤミン／アドルノ
往復書簡　［全２巻］　 

神谷美恵子　外口玉子解説　

ケアへのまなざし　　 

読みつがれて 50 年。個人と社会、時
代との関わりを論じた名著が改訂訳
版で登場。訳者による新解説をも付
す。384 頁／336 頁・ 各 3200 円

D. リースマン　加藤秀俊訳　

孤独な群衆　［全２巻］　 

らいと詩と闘いと夢と
   

  谺雄二詩文集

　 《死ぬふりだけでやめとけや》
　

                                                    
姜 信子編



■
長
田
弘『
奇
跡
―
ミ
ラ
ク
ル
―
』

第
55
回
毎
日
芸
術
賞
受
賞
。
選
評

（
篠
弘
）
に
「
時
代
に
対
す
る
批

評
眼
を
潜
在
さ
せ
な
が
ら
、
自
己

の
内
面
を
抉
り
、
平
明
で
や
わ
ら

か
な
詩
性
が
一
貫
す
る
。
詩
の
本

質
を
問
う
詩
集
」。（
一
八
〇
〇
円
）

■
栩
木
伸
明
『
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

モ
ノ
語
り
』 

第
65
回
読
売
文
学
賞

〈
随
筆
・
紀
行
賞
部
門
〉受
賞
。
選

評（
辻
原
登
）
に
「
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
・
ケ
ル
ト
が
触
れ
ら
れ
る
も
の
、

見
ら
れ
る
も
の
、聴
こ
え
る
も
の
、

そ
し
て
思
考
と
夢
想
を
存
分
に
羽

ば
た
か
せ
て
く
れ
る
モ
ノ

0

0

と
し
て

こ
こ

0

0

に
あ
る
」。（
三
六
〇
〇
円
）

■
葛
西
薫   

ツ
ム
ト
ア
『
建
築
を

考
え
る
』［
特
装
版
］ブ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン   

Ａ
Ｄ
Ｃ
賞
［
原
弘
賞
］、

東
京
Ｔ
Ｄ
Ｃ
賞
２
０
１
３
［
特
別

賞
］〈
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
部
門
〉

に
続
き
、
Ｊ
Ａ
Ｇ
Ｄ
Ａ
賞
２
０
１

４
〈
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
〉
受
賞
。

                     （
一
五
〇
〇
〇
円
）

（４）パ ブ リ ッ シ ャ ー ズ ・ レ ビ ュ ー2014 年（平成 26 年）3 月15日 第 23 号

みすず書房・最近の重版より
アイルランドモノ語り　

栩木伸明 　　　　                                    ￥3600
終りの日々　

高橋たか子　  　　　　　　　　　　　　￥2800
ゾミア――脱国家の世界史

J. C. スコット　佐藤 仁監訳　　　　　  ￥6400
殺人ザルはいかにして経済に目覚めたか？
   Ｐ.  シーブライト　山形浩生ほか訳 　  　 ￥3800
合理的選択

I. ギルボア　松井彰彦訳　　　　　　　 ￥3200
明るい部屋――写真についての覚書

R. バルト　花輪 光訳　　　 　　　　　 ￥2800
「昭和」を送る　　　　　　　　　　　　　　
   中井久夫　　　　　　　　　　　　　　   ￥3000
自明性の喪失

W. ブランケンブルク  木村敏ほか訳   　 ￥5600
漁業と震災　　　　　　　　　　　　　　
　濱田武士　　　　　　　　　　　　　   ￥3000
ノモンハン1939

S.D.ゴールドマン 山岡由美訳 麻田雅文解説 ￥3800

み
す
ず
書
房

営
業
部
だ
よ
り

  
「
そ
れ
で
整
列
し
て
天
皇
の
放

送
を
聞
い
て
。
ラ
ジ
オ
が
ガ
ー
ガ

ー
い
っ
て
何
の
こ
と
か
分
か
ら
な

い
ん
だ
け
れ
ど
、
聞
こ
え
た
の
は

…
…
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、

と
い
う
と
こ
ろ
だ
け
だ
っ
た
。
あ

っ
、
こ
れ
は
降
伏
だ
な
と
思
っ
た

ん
で
す
。」（「
生
き
て
き
た
道
」）

  

「
生
き
て
い
れ
ば
今
年
百
歳
」

と
し
て
『
毎
日
新
聞
』
に
紹
介
さ

れ
、
三
月
二
二
日
に
生
誕
百
年
を

迎
え
る
政
治
思
想
史
家
・
丸
山
眞

男
。『
丸
山
眞
男
話
文
集
』
全
４

巻
完
結
後
、
更
に
発
掘
さ
れ
た
講

演
・
座
談
な
ど
約
30
編
を
全
３
巻

で
送
る
最
後
の
集
成
。
時
代
状
況

へ
の
批
判
的
な
視
点
、
日
本
と

西
洋
の
思
想
と
格
闘
す
る
思
索
、

先
人
や
古
典
へ
の
深
い
読
解
が
、

こ
こ
に
生
き
生
き
と
語
ら
れ
る
。

第
１
巻
は
、
自
伝
的
な
内
容
の

「
生
き
て
き
た
道
」と「
一
九
三
〇

年
代
、
法
学
部
学
生
時
代
の
学
問

的
雰
囲
気
」、
日
本
学
士
院
論
文

報
告
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
異
端

類
型
化
の
試
み
」な
ど
、全
６
編
。

内
容
見
本
呈
。［
政
治
学
・
思
想
史
］

（
四
六
判
・
448
頁
・
五
四
〇
〇
円
）

▼
続
刊　

第
２
巻　

福
沢
に
お
け

る
文
明
と
独
立
／
『
文
明
論
之
概

略
』
巻
之
三
第
六
章
「
智
徳
の
弁
」

を
読
む
、
な
ど
。
八
月
刊
。
第
３

巻　

民
主
主
義
の
名
に
お
け
る
フ

ァ
シ
ズ
ム
／
楽
し
き
会
の
記
録

（
座
談

安
東
仁
兵
衛
・
石
川
真

澄
・
岩
見
隆
夫
・
筑
紫
哲
也
・
堤

清
二
）、
な
ど
。
十
一
月
刊
。

▼
丸
山
眞
男
の
著
作
を
刊
行
し

て
い
る
岩
波
書
店
（『
丸
山
眞
男

集
』）・
東
京
大
学
出
版
会
（『
日

本
政
治
思
想
史
研
究
』）・
未
來
社

（『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』）

と
合
同
で
、
書
店
フ
ェ
ア
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
追
っ
て

小
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

未発表のまま遺された講演・座談
生誕100年におくる最後の集成

丸山眞男手帖の会 編

《丸山眞男 話文集
　

続 1》

  

「
音
楽
業
界
に
は
こ
れ
ま
で
、

優
秀
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
口
八

丁
の
宣
伝
マ
ン
、
老
獪
な
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
な
ら
い
た
。
だ
が
そ
の
す

べ
て
を
兼
ね
備
え
て
い
た
の
は
ジ

ェ
リ
ー
・
ウ
ェ
ク
ス
ラ
ー
た
だ
一

人
。
誰
も
彼
よ
り
上
手
く
は
や
れ

な
か
っ
た
」（「
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス

ト
ー
ン
」
誌
）

　

ル
ー
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
レ
イ
・

チ
ャ
ー
ル
ズ
、
ソ
ロ
モ
ン
・
バ
ー

ク
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
ピ
ケ
ッ
ト
、

ア
レ
サ
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
、
ダ
ニ

ー
・
ハ
サ
ウ
ェ
イ
、
ド
ク
タ
ー
・

ジ
ョ
ン
、
ウ
ィ
リ
ー
・
ネ
ル
ソ
ン
、

エ
タ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
ボ
ブ
・
デ

ィ
ラ
ン
―
―
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ

ク
・
レ
コ
ー
ド
で
、
Ｒ
＆
Ｂ
／
ソ

ウ
ル
を
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ム
へ
押
し
上
げ
、〈
ソ

ウ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
ゴ
ッ
ド

フ
ァ
ー
ザ
ー
〉
と
呼
ば
れ
た
稀
代

の
名
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
自
伝
。

　

黒
人
音
楽
へ
の
飽
く
な
き
情

熱
、
批
評
性
と
大
衆
性
を
併
せ
持

っ
た
耳
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
才
能

を
見
き
わ
め
る
独
特
の
嗅
覚
に
加

え
、
ウ
ェ
ク
ス
ラ
ー
は
タ
フ
で
シ

ビ
ア
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
も
あ
っ

た
。
詐
欺
や
賄
賂
、
買
収
や
引
き

抜
き
に
明
け
く
れ
る
業
界
の
ま
っ

た
だ
な
か
で
、
天
使
の
歌
声
と
悪

魔
の
素
顔
を
も
つ
幾
多
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
切
り
盛
り
し
て
き

た
。
で
も
ま
だ
業
界
全
体
が
若
々

し
く
、
夢
と
可
能
性
に
満
ち
あ
ふ

れ
、
一
夜
に
し
て
奇
跡
の
よ
う
な

成
功
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
素
地
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
黄

金
時
代
を
に
な
っ
た
シ
ン
ガ
ー
、

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
、
オ
ー
ナ
ー
、
プ
ロ
モ
ー
タ

ー
、
ス
カ
ウ
ト
マ
ン
、
Ｄ
Ｊ
た
ち

の
生
々
し
い
群
像
を
描
き
出
す
不

朽
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
待
望
の
翻

訳
刊
行
！ 

［
音
楽
・
ブ
ル
ー
ス
＆

ソ
ウ
ル
］ 【
五
月
上
旬
刊
】

（
Ａ
５
384
頁
・
予
価
四
五
〇
〇
円
）

▼
関
連
書　

ラ
ノ
ワ 

『
ソ
ウ
ル
・

マ
イ
ニ
ン
グ
』
鈴
木
コ
ウ
ユ
ウ
訳

（
三
八
〇
〇
円
）、
グ
ラ
ル
ニ
ッ
ク

『
エ
ル
ヴ
ィ
ス
伝
』
三
井
徹
訳
（
八

〇
〇
〇
円
）
ハ
ー
デ
ィ
／
ラ
ン
グ

編
『
ロ
ッ
ク
・
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ

デ
ィ
ア
』三
井
徹
訳（
一
八
〇
〇
〇

円
）『
ア
ラ
ン
・
ロ
ー
マ
ッ
ク
ス
選

集
』
柿
沼
敏
江
訳
（
六
〇
〇
〇
円
）

みすず書房

近刊のお知らせ
４－６月の刊行予定から

行動の構造《始まりの本》　［全２巻］
　M. メルロ ＝ ポンティ   滝浦静雄・木田 元訳   

加國尚志解説
この道、一方通行《始まりの本》
　ヴァルター・ベンヤミン　細見和之訳
音色の革命
　近藤等則／佐藤 卓
サルなりに思い出す事など
　ロバート・M. サポルスキー　大沢章子訳　
寝そべる建築　鈴木了二
写真講義　ルイジ・ギッリ　萱野有美訳
アメリカ〈帝国〉のイデオロギー
　ハリー・ハルトゥーニアン　平野克弥訳
ペスト＆コレラ
　パトリック・ドゥヴィル　辻 由美訳
良妻賢母主義から外れた人々　関口すみ子
テクニウム　ケヴィン・ケリー   服部 桂訳 　

　　（http://www.msz.co.jp にもご案内）

 

「
七
千
本
以
上
も
の
西
部
劇
の

な
か
で
育
ま
れ
た
イ
メ
ー
ジ
や
レ

ト
リ
ッ
ク
は
、
い
ま
な
お
ア
メ
リ

カ
社
会
の
な
か
で
看
過
し
え
な
い

影
響
力
を
誇
っ
て
い
る
。
西
部
劇

の
理
解
を
抜
き
に
し
て
、
ア
メ
リ

カ
を
十
全
に
理
解
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
」

　

は
た
し
て
ポ
ー
タ
ー
『
大
列
車

強
盗
』
は
「
史
上
初
の
西
部
劇
映

画
」
か
否
か
？　

カ
ウ
ボ
ー
イ
は

な
ぜ
入
浴
シ
ー
ン
で
帽
子
を
か
ぶ

っ
た
ま
ま
葉
巻
を
く
ゆ
ら
す
の

か
？　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
・
バ
レ
ー

は
い
か
に
し
て
ア
メ
リ
カ
西
部
を

象
徴
す
る
景
観
と
な
っ
た
の
か
？

 

「
未
開
と
文
明
の
接
触
点
」と
し

て
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
、
北
米
大

陸
か
ら
消
滅
し
た
は
ず
の
二
十
世

紀
以
降
も
種
々
の
メ
デ
ィ
ア
に
お

い
て
存
続
し
て
き
た
。な
か
で
も
、

そ
の
最
大
の
増
幅
器
と
な
っ
た
の

が
映
画
で
あ
る
。『
駅
馬
車
』『
捜

索
者
』
か
ら
『
２
０
０
１
年
宇
宙

の
旅
』
ま
で
。
荒
野
の
風
景
と
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
を
軸
に
、
ま

た
地
上
か
ら
「
宇
宙
と
核
」
に
移

行
し
た
現
実
世
界
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
と
の
交
錯
を
と
ら
え
つ
つ
、
イ

メ
ー
ジ
に
ひ
そ
む
想
像
力
の
系
譜

を
あ
ざ
や
か
に
解
き
明
か
し
た
本

邦
初
の
本
格
的
西
部
劇
研
究
。

［
映
画
批
評
・
ア
メ
リ
カ
文
化
史
］

（
Ａ
５
判
・
224
頁
・
四
五
〇
〇
円
）

《
荒
野
の
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア

西
部
劇
映
画
論

》

川
本 

徹

矢
野
龍
渓
書
翰
ほ
か
、全
170
名
726
通

早
稲
田
大
学
大
学
史

資
料
セ
ン
タ
ー
編《
大
隈
重
信
関
係
文
書　
10

　
　
　

ま
つ
―

よ
こ

》

《
私
は
リ
ズ
ム
＆
ブ
ル
ー
ス
を
創
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
ソ
ウ
ル
の
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
〉
自
伝

》

ウ
ェ
ク
ス
ラ
ー
／
リ
ッ
ツ

新
井
崇
嗣
訳

名
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
シ
ン
ガ
ー
た
ち

シ
ネ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

 

「
然
る
に
此
の
時
に
当
て
縦
令

ひ
一
院
の
多
数
を
占
め
決
議
を
左

右
す
る
実
力
あ
り
と
も
、
特
に
一

党
之
首
領
を
挙
け
て
政
局
之
首
班

に
任
せ
ん
か
、
近
時
政
界
之
趨
勢

に
鑑
み
て
豈
能
く
国
内
之
一
致
共

同
を
望
む
を
得
ん
や
」
こ
れ
は
、

大
正
五
年
四
月
に
山
県
有
朋
が
大

隈
に
送
っ
た
書
翰
で
あ
る
。
当
時

大
隈
は
後
継
者
と
し
て
立
憲
同
志

会
総
裁
・
加
藤
高
明
を
考
え
て
い

た
が
、
元
老
山
県
は
反
対
の
意
向

を
示
し
た
。
政
党
内
閣
に
対
す
る

二
人
の
差
が
顕
著
に
表
れ
た
書
翰

で
あ
る
。
本
巻
に
は
他
に
質
量
と

も
に
重
要
な
矢
野
文
雄
（
龍
渓
）

書
翰
一
二
七
通
を
中
心
に
、
陸
奥

宗
光
四
一
通
な
ど
170
名
収
録
。［
日

本
近
代
史
・
政
治
］【
三
月
下
旬
刊
】

（
Ａ
５
判
・
510
頁
・
一
二
〇
〇
〇
円
）

丸山眞男

　　

本
紙
三
面
で
も
ご
案
内
の
『
み

す
ず
』
１
・
２
月
合
併
号
は
、
読

書
ア
ン
ケ
ー
ト
特
集
号
で
す
。
多

彩
な
顔
ぶ
れ
の
回
答
者
の
皆
様
に

新
刊
既
刊
を
問
わ
ず
、
お
薦
め
の

本
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
毎
年
好

評
。
紹
介
さ
れ
た
書
籍
を
集
め
た

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
も
多
く
の
書
店
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
の
お
問
い
合
わ
せ
は
営
業

部（
〒
113
―

0033　

文
京
区
本
郷
５
―

32
―

21
）ま
で
ど
う
ぞ
。

　

山
本
義
隆
『
世
界
の
見
方
の
転

換
』全
３
巻
が
刊
行
を
迎
え
ま
す
。

二
〇
〇
三
年
に
大
佛
次
郎
賞
・
毎

日
出
版
文
化
賞
・
パ
ピ
ル
ス
賞

を
受
賞
し
た『
磁
力
と
重
力
の
発

見
』、
二
〇
〇
七
年
刊
行
の
『
一

六
世
紀
文
化
革
命
』
に
続
き
、
近

代
科
学
の
誕
生
を
描
く
三
部
作
が

つ
い
に
完
結
。
全
国
の
主
要
書
店

店
頭
に
並
び
ま
す
が
、
多
く
の
予

約
注
文
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
店

頭
売
切
の
お
そ
れ
も
ご
ざ
い
ま

す
。
全
３
巻
の
大
冊
で
す
。
消
費

税
増
税
の
前
に
、
ぜ
ひ
お
求
め
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

    

受
賞
図
書
の
ご
案
内


